
子中の小島に寅がゆく

寅がゆくから恋がある。
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作
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弘

脚
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義
隆

撮
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高
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美
術
・
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川
三
男

音
楽
・
山
本
直
純

宣
伝
協
力
・
東
海
汽
船

音

a

d

l

郎

隆

吟

衆

純
三
郎
三
巻

次
秀
智
隆
毅
拓

小

蛾

・
藤

岡

田

保

中
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谷
原

佐
事
前
笠
美
田

森

川
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-
ス
タ
ッ
フ

監
督
・
原
作

山
田
洋
次

製ス衣製進監

チ作督
助
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弘清

滋

-

v
か

い

せ

つ

家

族

、

兄

弟

、

仲

間

と

い

っ

た

身

近

な

素

材

か

ら

、

誰

も

が

共

有

で

る

ユ

ー

モ

ア

と

感

動

の

作

品

と

し

て

、

お

年

夏

公

開

し

た

「

俺

ら

塞

尽

さ

行

ぐ

だ

」

(

監

督

・

栗

山

富

夫

)

は

、

H松

竹

映

画

お

得

意

の

フ

ァ

、

》

句

l
喜

劇

復

活
H

と

高

い

評

価

を

受

け

る

と

共

に

、

そ

の

独

壇

上

と

も

い

わ

れ

て

い

る

新

し

い

喜

劇

が

、

装

い

新

た

に

誕

生

。

y
身

近

な

幸

福

H
路

線

と

し

て

ス

タ

ー

ト

し

た

。

そ

の

第

2

弾

は

、

「

祝

辞

」

に

決

定

、

前

作

「

俺

ら

東

京

さ

行

ぐ

だ

」

同

様

、

栗

山

富

夫

監

督

と

同

じ

ス

タ

ッ

フ

に

よ

っ

て

製

作

を

開

始

し

た

。

身

近

な

人

々

、

身

近

な

出

来

事

や

誰

も

が

関

心

深

い

話

題

を

取

り

上

げ

、

幅

広

い

観

客

層

に

本

当

に

楽

し

ん

で

も

ら

え

る

映

画

と

し

て

、

松

竹

が

全

力

で

取

り

組

む

も

の

で

あ

る

。

臼

年

正

月

に

「

男

は

つ

ら

い

よ

・

柴

又

よ

り

愛

を

こ

め

て

」

と

同

時

に

公

開

す

る

「

祝

辞

」

は

、

平

凡

で

、

う

だ

つ

の

あ

が

ら

な

い

停

年

間

近

の

万

年

課

長

が

、

専

務

か

ら

息

子

の

結

婚

式

で

祝

辞

を

述

べ

て

く

れ

と

頼

ま

れ

る

。

上

司

に

認

め

ら

れ

る

最

後

の

チ

ャ

ン

ス

と

ば

か

り

に

大

張

り

切

り

の

課

長

ー

ー

ー

。

家

族

と

会

社

を

舞

台

に

、

男

の

仕

事

、

夫

と

妻

、

父

親

と

息

子

・

娘

、

停

年

の

問

題

と

い

っ

た

観

客

に

と

っ

て

も

他

人

事

で

は

な

い

身

近

な

テ
l

マ

を

コ

ミ

カ

ル

に

、

さ

ら

に

感

動

的

に

描

い

て

ゆ

く

。

出

演

者

は

、

万

年

課

長

に

財

津

一

郎

、

そ

の

妻

に

「

俺

ら

東

京

さ

行

ぐ

だ

」

で

名

演

技

が

光

っ

た

林

美

智

子

、

娘

に

人

気

恥

1

ア

イ

ド

ル

ス

タ

ー

工

藤

タ

貴

、

息

子

に

人

気

絶

頂

の

山

口

良

一

、

そ

の

恋

人

に

女

優

の

道

を

確

実

に

登

っ

て

行

く

和

由

布

子

、

他

に

「

女

の

子

は

顔

じ

ゃ

な

い

」

で

レ

コ

ー

ド

デ

ビ

ュ

ー

す

る

、

ブ

ス

っ

子

く

ら

ぶ

が

華

を

添

え

、

さ

ら

に

植

木

等

、

神

崎

愛

ら

ベ

テ

ラ

ン

の

演

技

陣

が

競

演

す

る

。

監

督

は

、

喜

劇

の

演

出

家

と

し

て

一

躍

脚

光

を

浴

び

た

栗

山

富

夫

。

脚

本

は

高

橋

正

圏

、

撮

影

・

安

田

浩

助

、

美

術

・

童

図

重

盛

ま

た

音

楽

に

、

ジ

ャ

ズ

に

東

洋

の

伝

統

音

楽

を

加

え

て

日

本

ジ

ャ

ズ

大

賞

を

受

賞

し

た

日

本

ジ

ャ

ズ

界

の

新

鋭

、

三

木

敏

悟

を

迎

え

、

シ

リ

ー

ズ

作

品

に

盛

り

上

げ

る

べ

く

ベ

ス

ト

・

ス

タ

ッ

フ

が

あ

た

る

0

.

ス

タ

ッ

フ

製

作

:

:

・

:

:

名

・

・

・

近

脚

本

:

:

:

・

:

吉

岡

撮

影

:

:

:

:

・

安

美

術

・

:

:

:

:

重

音

楽

:

・

:

:

:

三

録

音

:

:

・

:

:

高

調

音

・

:

:

:

:

小

照

明

:

:

:

:

・

{

呂

編

集

:

:

:

・

:

鶴

監

督

助

手

・

・

・

・

・

・

・

・

・

内

進

行

・

:

:

:

:

小

製

作

主

任

・

・

・

・

・

・

・

・

・

福

衣

裳

:

:

:

:

・

松

ス

チ

ー

ル

・

:

:

金

脚

義洋

隆次

撮

夫

哲

美

男

昭

和

十

一

年

に

蒲

田

か

ら

現

在

の

大

船

撮

影

所

に

映

像

文

化

を

移

し

て

以

来

一

九

八

六

年

で

五

十

周

年

を

迎

え

る

。

そ

の

聞

に

製

作

し

た

映

画

は

実

に

一

千

四

百

余

本

を

数

え

、

日

本

映

画

史

に

残

る

数

多

く

の

名

作

が

誕

生

、

世

に

い

う

H大

船

調
H
と

呼

ば

れ

る

言

葉

で

、

松

竹

映

画

は

愛

さ

れ

歴

史

と

伝

統

に

満

ち

溢

れ

た

映

画

製

作

が

続

け

ら

れ

て

き

た

。

そ

の

歴

史

あ

る

大

船

撮

影

所

で

、

日

本

人

の

心

の

中

に

粋

で

優

し

い

人

間

像

を

植

つ

け

た
H男

は

つ

ら

い

よ

シ

リ

ー

ズ

H
が

山

田

監

督

の

手

に

よ

っ

て

生

ま

れ

、

五

十

年

間

の

歴

史

の

中

で

十

七

年

間

と

い

う

驚

異

的

な

シ

リ

ー

ズ

と

し

て

観

客

を

動

員

。

寅

さ

ん

の

魅

力

は

計

り

知

れ

な

い

ほ

ど

、

映

画

フ

ァ

ン

を

虜

に

し

て

い

る

。

む

か

え

て

、

ト

ラ

年

の

寅

さ

ん

三

十

六

作

目

は

、

題

し

て

「

男

は

つ

ら

い

よ

・

柴

又

よ

り

愛

を

こ

め

て

」

。

家

出

し

た

あ

け

み

を

連

れ

も

ど

し

に

伊

豆

下

回

に

出

向

い

た

寅

次

郎

、

だ

っ

た

が

、

ダ

ダ

を

こ

ね

る

あ

け

み

と

一

緒

に

式

根

島

ま

で

足

を

伸

ば

す

ハ

メ

に

な

っ

た

。

船

中

で

知

り

合

っ

た

島

の

小

学

校

の

同

窓

会

に

帰

る

青

年

た

ち

は

十

一

人

。

島

の

先

生

が

美

人

だ

と

聞

い

て

大

喜

び

の

寅

は

、

あ

け

み

の

こ

と

な

ど

す

っ

か

り

忘

れ

て

同

窓

会

に

参

加

し

た

。

『

二

十

四

の

瞳

』

の

登

場

人

物

の

よ

う

に

振

舞

う

寅

次

郎

で

あ

っ

た

:

:

・

・

。

伊

豆

七

島

は

式

根

島

を

舞

台

に

、

島

の

女

教

師

と

寅

次

郎

の

恋

物

語

り

が

、

華

や

か

に

そ

し

て

せ

つ

な

く

描

か

れ

る

。

今

回

の

マ

ド

ン

ナ

に

は

、

第

4
作

「

新

・

男

は

つ

ら

い

よ

」

以

来

の

栗

原

小

巻

が

再

び

登

場

。

し

っ

と

り

と

し

た

演

技

が

期

待

さ

れ

る

。

も

ち

ろ

ん

寅

さ

ん

の

渥

美

清

、

さ

く

ら

の

倍

賞

千

恵

子

を

は

じ

め

、

下

係

正

巳

、

三

崎

千

恵

子

、

前

田

吟

、

太

宰

久

雄

、

佐

藤

蛾

次

郎

、

吉

岡

秀

隆

、

笠

智

衆

、

美

保

純

の

レ

ギ

ュ

ラ

ー

が

元

気

に

顔

を

揃

え

、

特

に

美

保

純

が

寅

さ

ん

と

一

緒

に

旅

で

大

活

躍

を

す

る

。

監

督

・

山

田

洋

次

、

撮

影

・

高

羽

哲

夫

、

音

楽

・

山

本

直

純

ら

、

ベ

テ

ラ

ン

ス

タ

ッ

フ

が

楽

し

い

正

月

作

品

を

め

ざ

し

て

張

り

切

っ

て

い

る

。

ロ

ケ

は

、

伊

豆

下

回

・

式

根

島

を

中

心

に

行

な

わ

れ

、

晩

秋

の

美

し

い

景

色

が

た

っ

ぷ

り

と

映

し

出

さ

れ

る

。

:iJ. 二

日

純

直

録

功

調

新sa 作|

隆

司

~~

文

好

編

巌

敬

司

久

由

一

小

順衣

品仏

設平

由

一

小

-

キ

ャ

ス

ト

ご圭
J同
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品
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:

:

:

笠
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